
▶
分
科
会
の
様
子

▶
開
会
あ
い
さ
つ
を
す
る
前
川
委
員
長

◆
五
十
嵐
副
委
員
長
か
ら
の

指
名
で
す

　

五
十
嵐
副
委
員
長
か
ら
指
名

を
貰
い
ま
し
た
、
徳
武
で
す
。

未
熟
者
で
す
が
、
土
建
の
発
展

を
少
し
で
も
手
助
け
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
で

足
を
引
っ
張
る
と
思
い
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
委
員
長　

德
武 

弘
士

◆
精
一
杯
役
目
を
果
た
し
た
い

　

こ
の
度
、
暫
ら
く
空
席
と

な
っ
て
い
た
書
記
次
長
の
役
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

執
行
部
を
担
う
皆
が
そ
う
で

す
が
、
仕
事
を
し
な
が
ら
の
活

動
と
な
り
ま
す
の
で
出
来
る
事

に
限
り
は
有
り
ま
す
が
、
精
一

杯
役
目
を
果
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
も

併
せ
て
宜
し
く
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

書
記
次
長　

望
月 

慎
一
郎

◆
す
べ
て
の
組
合
員
と交流

を
持
つ

　

今
年
度
、
新
し
く
常
任
執
行

委
員
に
な
り
ま
し
た
元
塩
分
会

の
渡
邊
純
一
で
す
。
群
・
分
会

の
み
な
ら
ず
、
清
瀬
久
留
米
の

全
て
の
組
合
員
様
と
交
流
を
持

ち
話
し
を
し
て
、
よ
り
良
い
組

合
に
す
る
為
に
邁
進
し
て
行
き

ま
す
。
そ
の
為
に
は
組
合
員
様

の
力
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
一
緒
に
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

常
任
執
行
委
員　

渡
邊 

純
一

◆
お
手
柔
ら
か
にお

願
い
し
ま
す

　

滝
山
分
会
の
畑
田
で
す
。
長

年
分
会
長
等
を
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
分
会
長
に
柳
橋

君
が
立
候
補
し
て
引
き
受
け
て

く
れ
た
の
で
、
分
会
長
の
職
を

解
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
支
部
常
任
に
推
薦
さ

れ
た
た
め
、
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら

ず
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
の

で
、
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

分
会
の
こ
と
、
支
部
の
こ
と
、

忙
し
く
な
る
と
は
思
い
ま
す
が

お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

常
任
執
行
委
員　

畑
田 

義
次

◆
分
会
を
も
っ
と
元
気
に

　

今
年
度
か
ら
分
会
長
に
な
り

ま
し
た
、
滝
山
分
会
の
柳
橋
で

す
。
前
は
青
年
部
の
書
記
長
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

分
会
を
も
っ
と
元
気
に
す
る

た
め
に
、
今
い
る
人
の
底
上
げ

や
、
仲
間
づ
く
り
を
分
会
の
み

ん
な
で
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
レ
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
、
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

滝
山
分
会
長　

柳
橋 

直
史

　定員に達し次第受付を締め切ります。
　お早めにお申し込みください。

［と　き］　5月28日、6月4日、18日
　　　いずれも日曜日
　　　※6月4日  10時45分以降は、女性

限定の「レディースタイム」です。
［ところ］　清瀬診療所
　　　　　（清瀬市元町1-13-27）
［お問い合わせ］　支部または清瀬診療所
　　　　　　　（TEL:042-493-2727）へ。

新役職就任にあたって

日曜院所健診
まだ空きあります!

4 年ぶりの1日開催
第55回支部定期大会

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
令
和
四
年
度

一
年
間
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
重
ね
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
九
日
、
こ
の

日
清
瀬
久
留
米
支
部

定
期
大
会
を
開
催
で

き
ま
し
た
事
、
役
員

を
中
心
に
組
合
員
の

　

さ
て
、
令
和
五
年
度
で
す
が

旗
び
ら
き
に
お
い
て
、
先
行
し

て
話
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
常
任
執
行
委
員
の
専

門
部
担
当
を
一
部
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
、
書
記
次
長
が
再
び

追
加
さ
れ
、
次
の
時
代
へ
向

か
っ
て
発
進
し
た
様
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
常
に
改
革
を
目
指

し
、
新
し
い
時
代
と
共
に
、
組

合
と
し
て
も
進
化
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度

の
三
本
の
柱
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
、
大
変
重
要
と
な
る
こ
と

で
す
の
で
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
と

ご
承
知
し
て
頂
け
る
様
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
一
年
も
プ
ラ

ス
ワ
ン
に
つ
い
て
は
拘
っ
て
い

き
ま
す
。
人
材
こ
そ
が
す
べ
て

の
活
動
に
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
同
様
に

全
組
合
員
の
方
々
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と
共
に
全

組
合
員
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
多

幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
度

初
め
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

執
行
委
員
長　

前
川 

達
夫

定
期
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て

　第55回大会で新たな役職に就いた方に、
今年度の抱負を伺いました。

　

4
月
9
日
（
日
）、
支
部
定
期
大
会
を
成
美
教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
84
人
（
代
議
員
71
人
、

特
別
代
議
員
7
人
、
来
賓
6
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
仲
間
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
運
動
」
で
、
現
勢
プ
ラ
ス
ワ
ン
を
目
指
す
方
針
が
提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
の
第
51
回
大
会
以
来
4
年
ぶ
り
と
な
る
一
日
・
分
科
会
あ
り
の
開
催
と
な
り
、
参
加
し
た
代
議
員
か

ら
は
「
歓
談
す
る
よ
う
に
意
見
交
換
が
で
き
た
」「
具
体
的
な
困
り
ご
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
、
本
大
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
五
十
嵐
副
委
員
長
を
音
頭
に
、
全
員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

発　行　所

〒203-0054 東久留米市中央町5-10-17
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発行者
編集者
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村　井　瑛　道

042-473-8751
042-473-8753

東京土建一般労働組合
清瀬久留米支部教育宣伝部

対象の方にもれなく図書カード5,000円
分を支給。今なら「とも100」で鉛筆または
シャーボをプレゼント。　＊詳細は支部へ。

新入学お祝い金は
　申請しましたか？
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夜の街をデモ行進

寒
さ
に
も
負
け
ず
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
!

三葉分会

南町分会

松竹分会

清里分会

●
●
●
●
●
●

元
塩
分
会

　

分
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
す
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

松
竹
分
会

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
の
分
会
総
会
を

実
施
し
、
会
場
参
加
5
人
、Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
1
人
で
行
い
ま
し
た
。

清
里
分
会

　

新
た
に
副
委
員
長
に
立
候
補

し
た
徳
武
さ
ん
か
ら
の
決
意
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

滝
山
分
会

　

畑
田
分
会
長
か
ら
柳
橋
分
会

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
新
た
な

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

支
部
執
行
委
員
長

　

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

　

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

　

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

　

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

　

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

書
記
長

　

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

　

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

　

本
島　

厚
司
（
書
記
）

　

高
倉　

一
歩
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

　

渡
邊　

純
一
（
元
塩
・
塗
装
） 　

清
水　

純　

 

（
滝
山
・
大
工
）

　

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

　

荒
牧　

幸
好
（
南
町
・
大
工
）

　

長
谷
川
重
之（
青
空
・
ガ
ラ
ス
）

　

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

　

佐
藤　

峻
史
（
三
葉
・
塗
装
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

　

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
鉄
骨
）

　

佐
藤　

聖
峻 

（
青
空
・
大
工
）

執
行
委
員

　

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

　

関　
　

敏
郎
（
松
竹
・
地
盤
）

　

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

　

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

　

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

　

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

　

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
） 　

橋
口　

昌
之（
青
空
・
シ
ー
ル
）

　

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

　

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

　

工
藤　

重
昭
（
清
里
・
解
体
）

　

篠
田　

守
俊
（
滝
山
・
土
木
）

　

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

　

蛭
間　

健
二
（
北
浅
・
大
工
）

　

高
杉　

文
雄 

（
南
町
・
型
枠
）

　

野
々
村
博
人
（
青
空
・
内
装
）

　

亀
山　

玲　

 

（
三
葉
・
塗
装
）

会
計
監
査

　

相
澤　

義
則
（
元
塩
・
大
工
）

　

橋
爪　

保　

 

（
南
町
・
通
信
）

執
行
委
員
待
遇

　

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

三
葉
分
会

　

馴
染
み
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
実
施
。

夏
に
向
け
て
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

北
浅
分
会

　

役
員
手
当
の
変
更
と
、
分
会

レ
ク
の
実
施
が
提
案
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
修
迫
る
日
比
谷
公
園
野
外

音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で

1
0
0
0
人
、
支
部
か
ら
7
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
こ
う
し
た

集
会
は
昼
間
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
主
催
者

の
「
若
い
人
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
も

あ
り
、
今
回
の
夜
間

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
も
沈
み
少
し
寒

く
な
っ
て
き
た
こ
ろ

の
集
会
ス
タ
ー
ト
で
、

中
に
は
薄
着
で
来
て

し
ま
い
震
え
る
方
も

チ
ラ
ホ
ラ
。
そ
れ
で

も
、
演
壇
か
ら
上
が
る
「
生
活

が
苦
し
い
」「
現
状
を
変
え
て
い

こ
う
」
の
声
で
大
き
く
盛
り
上

が
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
最

後
は
日
比
谷
か
ら
鍛
冶
橋
ま
で
、

光
物
を
身
に
つ
け
て
行
進
す
る

ナ
イ
ト
パ
レ
ー
ド
。
ゴ
ー
ル
地

点
に
つ
く
頃
に
は
、
参
加
者
の

み
な
さ
ん
の
体
も
だ
い
ぶ
温

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

書
記
局　

村
井 

瑛
道

夜
桜
パ
レ
ー
ド

　

夜
の
集
会
で
議
員
会

館
は
何
度
か
行
き
ま
し

た
が
、
日
比
谷
野
音
は

初
め
て
で
す
。
夜
で
こ

ん
な
に
集
ま
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

会
場
は
寒
か
っ
た
け

ど
、
沿
道
は
ち
ょ
う
ど

桜
が
満
開
で
、
デ
モ
で

歩
き
な
が
ら
夜
桜
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

清
水
宏
さ
ん
の
「
ス
タ
ン

ダ
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
」
も
、
分
か

り
や
す
く
力
の
こ
も
っ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

元
塩
分
会　

相
澤 

義
則

南
町
分
会

　

コ
ロ
ナ
明
け
に
分
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
バ
ス
ハ
イ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
交
流
企

画
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

青
空
分
会

　

1
年
か
け
て
、
群
を
現
在

の
5
つ
か
ら
3
つ
に
再
編
す

る
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度 

支
部
役
員
紹
介

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
!

　
　
生
活
危
機
突
破  
3
・
28
決
起
集
会

分会総会  各分会で開催
　3月26日、各分会の総会が行われ、それぞれが
新しい年度のスタートを切りました。各分会の特
徴点を紹介します。

ダ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

　

わ
た
く
し
63
歳
3
ヶ
月
、
昨

年
5
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
に

ジ
ャ
ス
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
老
体
に
鞭
打
ち
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
、
年
2
回
程
稽

古
の
成
果
を
ス
タ
ジ
オ
で
撮
影

し
て
T
i
k
T
o
k
な
ど
に
あ

げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
や
習
い
事
な
ど
し
て
来
ま
し

た
が
、
何
一
つ
長
続
き
せ
ず
全

て
中
途
半
端
。
子
供
達
に
は
や

る
か
ら
に
は
最
後
ま
で
頑
張
れ

と
言
い
な
が
ら
、
当
の
本
人
が

何
も
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た

事
が
無
い
人
生
で
し
た
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
広
く
浅
く
体

験
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

多
く
の
タ
イ
プ
の
違
う
方
と

知
り
合
い
成
長
出
来
て
良

か
っ
た
ん
じ
ゃ
無
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
興
味
が
湧
い

た
ら
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
楽
し
ん
で
行
き
ま

す
。

南
町
分
会　

荒
牧 

孝
好
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